
平成２１年度国立大学図書館協会地区協会助成事業報告書（東北地区） 

 
地区名 東北地区（主担当大学：東北大学） 

事業名 図書館職員研修 

「図書館員の時間管理術＆お悩み解決大作戦！－「時間がない」はもう言わない！！－」

事業目的・趣旨 人員削減の波が押し寄せる昨今の図書館界。業務が増えることはあっても減ることは

ない現状において、我々はいかに日常業務を効率的に進めていくか、また効率化によっ

て生み出した時間を「どのように」スポット業務に活かしてゆくか、という課題に直面

している。  

この研修では、効果的なノウハウや発想を講演・グループ討議等を通じて共有し、解

決策を練ることを目的とする。 

さらに、物理的距離が遠い東北地区の大学図書館であるが、今後も悩みを共有し解決

できる人的ネットワークを培うことで、単発ではおわらない研修の成果を期待する。 

なお研修の企画及び運営は、東北地区協会加盟館の職員で構成するワーキンググルー

プによって実施した。職員自身が参加を希望するテーマを設定し、研修の運営自体も職

員の研修となった。 

事業概要 日時：平成 22 年 2 月 12 日（金）11：30～17：15（一般参加 13：00～17：15） 

会場：東北大学附属図書館 

プログラム： 

11：00～11：30 受付 

11：30～12：30 ランチ・ミーティング（グループ討議前半） 

12：30～13：00 一般参加者受付 

13：00～13：10 開会 

13：10～14：05 講演 堀正岳氏 (Lifehacking.jp 主宰) 

「仕事に『近道』と『楽しさ』を生み出すライフハックの習慣」 

14：05～15：00 事例発表 丸山高弘氏 (山中湖情報創造館 館長) 

「みんなでライブラリーハックをすすめる伝道師（エバンジェリスト）

になろうよ！」 

15：00～15：15 休憩 

15：15～16：15 グループ討議 

16：15～16：30 休憩 

16：30～17：10 グループ発表 

17：10～17：15 閉会 

17：30～19：30 情報交換会（懇親会） 

内容：時間管理･効率化のための技術「ライフハック」についての講演及び事例発表の

前後にグループ討議を行った。目録・ILL 等業務内容ごとにわかれた４グループで悩み・

困りごとを共有し、講演・事例発表の内容を踏まえた上で解決案を検討した。グループ

討議から導き出された解決案は、研修の最後に発表し、参加者全体で共有し、研修の成

果とした。 

参加者 参加者数：62 名（内訳：国立 49 名、公立 2名、私立 6名、一般その他 5名） 

参加対象：東北地区の大学図書館に勤務する職員 

ただし、グループ討議については参加対象に該当しない図書館に勤務する職

員、さらに講演及び事例発表については図書館に勤務しない申込者も一般参

加者として幅広く受け入れた。 

経費 執行額：155,000 円 

内訳： 講師謝礼 125,440 円、会議費 29,560 円 

 


